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新刊紹介 
  実践的ソフトウェア教育コンソーシアム編  
  「教育デザイン入門―大学教育とＦＤプログラム」  
            オーム社，2400 円 2007 年 11 月発行  
  
 近年，情報系の人材教育についての議論が活発に展開されている。実践的ソフトウェ

ア教育コンソーシアム（鶴保征城会長）の神沼靖子副会長（本学会理事）が編著者とな

ってまとめた本書は「実践的な問題解決能力をいかに養うか」という問題意識を出発点

として，教師のスキル向上を目的に教育方法論を研究しなおし，教師の使命を果たせる

「教育デザイン」の重要性を指摘している。実践的なソフトウェアエンジニアリング教

育を行うには，教員自らが教育方法を学んで，新たな方法を生み出していく必要がある。 
そのために近年，ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）への関心が高まっている

が，本書は，ＦＤの進め方や実践例を解説し，大学教員にとって貴重な情報源となって

いる。  
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